


















Ⅰ研究目的 

 在宅心身障害児は医療,保健,福祉,教育など複雑多岐にわたる問題をかかえており,単一

のアプローチでは在宅障害児家庭のニードに答えることはできない。したがって,多職種の

専門家による総合的,多面的なアプローチの必要性が叫ばれているが,それが効果を発揮す

るためには専門職種間の相互協力や役割分担の問題,あるいは療育指導をおこなう諸機関

の連絡調整など緊急に解決を要する問題が山積している。 

 われわれは,心身障害児の在宅ケアにかかわる専門職員等の役割と機能の実態を把握す

るために全国的な規模で実態調査をおこない調査資料の分析を通して問題点の明確化と改

善の方向を明らかにし,療育指導体制のあり方を検討しようと考えた。 


